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１．研究計画の概要 
(1)全世界に広がるアルメニア人社会の

ナショナリティは、1920年代にその原形

を表出した。ただし、在外アルメニア人

社会ではホスト国での同化と異化の間

を振幅する過程を経ることになる。その

際、ソヴィエト・アルメニアの在外社会

に対する宣伝や動員が大きな役割を果

たしている点を明らかにする。 

(2)一方、ソヴィエト・アルメニアその

ものも、ソ連体制内での「民族共和国」

という擬似国民国家を形成していたた

めに、ソ連政府の政策によってその性格

は変貌し続けた。特に第二次大戦直後の

「祖国帰還運動」を通して、本国と在外

アルメニア人コミュニティとのアイデ

ンティティにまつわる相互交流や軋轢

を明らかにする。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)ソヴィエト・アルメニアの宣伝や在外協
力者の動員に関しては、アルメニア本国内で
研究や、行政文書並びに定期刊行物などの史
料が比較的揃っているため、順調に研究が進
んでいる。 
(2)一方、在外アルメニア人コミュニティの

史料収集は、史料が散在しているために、多
少難航していたが、定期刊行物はレバノンに
よく保存されていることが分かってからは、
多少作業効率が上がってきた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画より、若干の遅れが出ている。 
（理由）最大の誤算は、反ソ活動を行ったア
ルメニア系の民族政党が、2009 年から順次党
史料を公開する事業が延期されてしまった
ため、民族政党の活動の詳細が分からないま
まとなってしまったことである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)戦間期、戦後のアルメニア系民族政党と
アルメニア共産党との関係を細かく検証す
る路線は将来的な課題とし、まずは民族政党
系の定期刊行物に表れた民族政党の「祖国帰
還運動」に対する姿勢を明らかにすることに
焦点を絞る。 
(2)それを踏まえたうえで、「祖国帰還運動」
によって、国外の同胞との接触が増えた結果、
本国人の共産主義と民族主義のバランスの
変化がどのように起こったのかを、冷戦が確
立していく国際環境と絡めながら論証する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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